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　　　麻黄附 子細辛湯 エ キ ス の 肝細胞障害抑制作用

大阪市立大学医学部第三 内科り同第
一

生化1）大阪社会医療 セ ン タ
ー3】

○ 阪上吉秀 ，溝口靖紘 ， 申　東桓，小林絢 三り森澤成 司 F｝山本祐夫
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　麻黄附子細辛湯は 、麻黄，細辛 ，炮附子 の 3 種 の 生薬か ら構成され る漢方方剤 で あ り ，

抗 ア レ ル ギ ー
作用を有す る こ とか ら ， 感 冒 ． 気管支炎，お よび ，ア レ ル ギー性鼻炎 に 用 い

られ て い る 。 麻 黄 は ， マ オ ウ科 Ephed ・ a　siniea の 地上 茎 で あ り，主成分は ， ・phed
−

rine ，pseudo
−

ephedrine ，norephedrine な どの ア ル カ ロ イ ドと タ ン ニ ン で ある 。 発汗作用．

鎮咳作用 ， 中枢興奮作 用 ，交感神経興奮作用，抗炎症作用 ，抗 ア レ ル ギ ー作用を有 し て い

る ・ 細辛は ・ウ マ ノ ス ズ ク サ科ウ ス バ サ ィ シ ン の 根茎部で あ り，精油 （m ・ thyl ， 。 9，。 。 i）　，

asarinin を 主成分と し ，解熱鎮痛作 用 ， 抗 ア レ ル ギー作用を有す る 。 炮附子 は ， キ ン ポ ウ

ゲ 科 カ ラ トリ カ ブ トの 塊根 を減毒処理 し た もの で あ り，主成分は ， ac ・ nitin ，hypac ・ ni −

tine ，mesac ・nitine ，higenamine ，c ・ ryneine な どの ア ル カ ロ イ ドで あ っ て ， 鎮痛作用 ，

強心作用 ，血管拡張作用 ， 抗炎症作用 ，抗 ス トレ ス 潰瘍作用を有す る 。 今回 は ， 免疫学的

に誘導した 肝細胞障害に 対す る麻黄附子細辛湯 の 保護作用 に つ い て 検討 し た 。

　方法　Wista ・ 系 ラ ッ トの 肝 を摘出 し．分離肝細胞 浮遊液 （1XlO6cells んt）を 調製した 。

こ の 細胞 浮遊液に ， 麻黄附子細辛湯 よ り抽 出 した水製乾燥エ キ ス （小太郎漢方 ， 0．5 ，1，

5 ， 10 ， 50，100 ．200　ug 　fmL）を 添加，し て ．37℃，6 時間 ，前培養 し た 。 培 養後 ，肝細胞

障害性鮪 す る 活性化 マ ク ・ フ 。
一ジ培養上清

1
　
）
fO・よ ぴ 〔

・Pt− Dd シ ン を添加 し て ，

さらに 16時間培養し ． 肝細胞へ の 〔
3H

〕放射活性の取 り込 み を 測定す る こ とに よ っ て ，肝

細胞の 蛋 白合成 を観察 し た。

　結果　活性化 マ ク ロ フ 7
一ジ培養上 清を添 加 した ときの 肝細胞 へ の 〔

SH
）放射活性 の 取

り込 み は抑制さ れ た が ，麻黄附子細辛湯 の前処理 に よ っ て ，こ の 蛋白合成阻害は ，有意 に

軽減 され た 。

　結語　麻黄附子細辛湯 エ キ ス に は ，活性化 マ ク ロ フ ァ
ージ培養上清中に 含まれ る肝細胞

障害因子が誘導す る 蛋 白合成阻害 を解除す る作用 が 認 め られ た 。 以上 の 結果よ り，肝細胞

膜 障害 に 対 して ，麻黄附子細辛湯 が な ん らか の 保護作用を有す る こ とが 推測 され た 。
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